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矢島　ご発表ありがとうございました。
それでは、続きましてプログラム3番、総合文化
学科「地域と子ども・ふるさと教育・読み聞かせ」
となります。こちら総括及び発表は、本学教授・
鹿野一厚先生、発表は本学教授・小泉凡先生、
松江市産業観光部観光文化課文化係長・真野
啓子様、そして本学教授・岩田英作先生。それ
では、よろしくお願いいたします。
鹿野　時間も大分押してまいりまして、皆さんお
疲れのことと思いますが、いましばらくおつき合い
をお願いいたします。
このセクションは、総合文化学科が担当させ
ていただきます。総合文化学科の学科長を務め
ております鹿野と申します。よろしくお願いいたし
ます。総合文化学科の教員は16名おりまして、分
野も多彩であります。日本文学、英語の文学ある
いは英語教育、日本語教育などの教員もおりま
すし、来年度からは日本の歴史の教員も着任し
ます。
そのほかにも、地域の文化を発掘するというこ
と、そしてそれを観光やまちづくりに活かしていく
ということを、もう一つの大きな柱として取り組ん
でおります。後ろに工藤准教授の観光に関する
研究を紹介させていただいておりますが、何分に
も総合文化学科は、そういったことに取り組み始
めてから間がないものですから、まとまった研究
をまだここではお伝えすることができません。
そこできょうは、小泉教授、それから私、そして
最後に岩田教授が、地域の子どもに対していろ
いろな取り組みを行っていますが、その取り組み
を「地域と子ども・ふるさと教育・読み聞かせ」と
いうタイトルでまとめて紹介させていただきます。
私たち、短大生の教育は10年以上やっており
ますけれども、今まで子どもの教育についてしっ
かりと目を向けたことはありません。子どもの教
育については全くの素人でございます。しかし、
短大生と接しておりまして、例えば地域に連れて
いきましてもなかなか興味を示そうとしないとか、
私、生物学を担当しているのですが、隣の総合
運動公園へ連れていきましても虫が嫌いとか、特
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に女の子ですが、そういう学生が多い。短大生に
自然、あるいは社会や文化に興味を持たせること
がすごく大変だなと感じております。
どうすればいいかなということを考えておりま
したときに、私の場合は、山下先生から、益田市
で保育園の先生たちと一緒に保育園の子どもた
ちの教育について一緒に研究しませんかという
お誘いをいただきました。そこではじめて、ああ、
そうか、短大生だとすこし遅いから、私たちも保
育園の子どもの教育から考えていく必要がある
のではないかということに気づいたわけです。
きょうのお話は、まことに申しわけないのです
が、ようやく方向が見えてきたという段階のお話
です。それともうひとつ、先程申しましたように、
全員素人のお話です。したがって、発達心理学や
学習心理学、あるいは教育委員会、小学校、中
学校の先生方にお聞かせするのはすごく怖い。
山下先生にはきょう初めてお話しするのですが、
すごく怖いのです。怖いのですけれども、素人だ
からこそ問題提起できることもあるのではないか
と、そのようにも考えております。
時間も押しておりますので、それでは早速、小
泉教授のほうから「『地域と子ども』に関する実践
的研究」ということでお話をしていただきたいと思
います。よろしくお願いします。
「地域と子ども」に関する
実践的研究
はじめに──共同研究の目的  
小泉　皆さん失礼いたします。小泉凡と申しま
す。松江市の観光文化課文化係長の真野啓子
さんと一緒に発表させていただきます。
鹿野先生も言われましたように、総合文化学
科の私たちは本当に素人です。私たちの発表は
研究発表ではなくて実践報告という内容になる
かと思いますが、お許しをいただきたいと思いま
す。
まず、共同研究の目的は、「子ども塾 ─スーパー
へるんさん講座─」の実践を通して子どもが地域
の五感体験から学ぶ意味を考えるということで
す。そして10年間続けております「子ども塾」とい
う教育実践を、地域教育とまちづくり・地域振興
という観点でその意義をもう少し明らかにしてい
きたいと考えております。
「子ども塾 ─スーパーへるんさん講座─」
のはじまり  
「子ども塾」って何かと言いますと、子どもに五
感力を育む場を与えようという趣旨で、2004年
に始めた教育実践です。その動機についてお話
しいたします。
2004年は小泉八雲の没後100年という節目
に当たりまして、松江では実行委員会がつくら
れ、事業内容が検討されました。通常ですと、関
連の学会や高名な研究者を招いての記念講演、
それにプラスアルファで地元の団体が加わってシ
ンポジウムを行ったり、あるいは演劇のパフォー
マンスをやったりします。しかし、実行委員会のメ
ンバーで地元紙の記者の方から、もうそういうや
り方は時代に合わないのではないか、むしろ未
来の松江を担っていく子どもたちに、小泉八雲か
ら学ぶべきこと活かすべきことを検証して、それ
を継承するような取り組みを考えてはどうかとい
う提案が出されました。大変私も共感し、ぜひ、
やってみましょうと賛同しました。無い知恵を絞っ
た結果、小泉八雲から一番子どもたちに伝えた
いことは五感力ではないかという確信に至りまし
た。
ちょうどそのころ、新聞のコラムにこんな記事
がありました。現在、日本の子どもたちの約40％
が肉眼で日の出や日没を見たことがない。それか
ら、50％の子どもたちが魚とりや虫とりをしたこと
がない。そのことと因果関係ははっきりしないも
のの、感情のコントロールができずにキレる子ど
もたちが増えていることと何らかの関係がありそ
うだというのです。その記事には衝撃と共感を覚
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えました。
五感力の大切さ  
そういったきっかけから、地域でへるん（小泉
八雲）の追体験をして五感力を育み、地域への
関心を養う、継続的なプロジェクトを作ろうと思
い至ったのです。五感力は人間にとって非常に
大切だと思います。五感力が欠如していると、不
安を引き起こしたり、コミュニケーションの不全
を引き起こしたりすると言われます。また、感覚を
統合して現実をリアルなものとして感じ取れない
というリスクも出てくるようです。しかし、その割に
は、あまり五感の研究は進んでいないようにも思
われます。
私の知る限りでは、教育学者で身体論を研
究している齊藤孝さんや、ノンフィクション作家
の山下柚美さん等が、五感力を育むことがどん
なに大事かということを実践を通して説いておら
れます（『「五感力」を育てる』、中公新書ラクレ、
2002）。また、環境省も『感覚環境のまちづくり
事例集』（2009）をつくり、五感でまちづくりをし
ていかなければいけないという提言を行っていま
す。あるいは、最近では「かまくら寺子屋」というプ
ロジェクトが『寺小屋教育が日本を変える』という
タイトルで実践研究の成果を世に出すなど、学
校教育を補完する地域教育の必要性にも注目
が集まりつつあります。
小泉八雲は16歳で左目を失明し、右目も0.05
ほどの視力でした。ですから、ほとんど薄明の中
を手探りするように五感で松江を観察し、『知ら
れぬ日本の面影』というベストセラーを残しまし
たので、その五感力はぜひ継承したいと考えたわ
けです。
五感力育成の対象は、小学校4年生から中学
生としました。好奇心と積極性に満ち溢れる低
学年の生徒より、むしろ思春期を迎え、恥じらい、
不安、動揺を覚えやすい時期の子どもたちに対
象を絞りました。実施時期としては毎年夏休みの
3日間から4日間、合宿をした年もしなかった年も
あります。
「子ども塾」の運営組織  
子ども塾実行委員会をつくり、事務局を松江
市の観光文化課に置いていただきました。小泉
八雲の文化資源的な活用ということから端を発
していますので、事務局は教育委員会ではなくて
観光文化課なのです。そして、そこに一つの大き
な意味があるというふうに考えています。
実行委員会のメンバーは、本学教員と本学学
生のボランティア、とくに総合文化学科と保育学
科の学生には助けてもらっています。それから、
小学校の先生方もこの趣旨に賛同してくださり、
とくに附属小学校や内中原小学校の先生方に
は大変お世話になっています。また、スポーツイン
ストラクター、環境問題を研究している方やプラ
バホールの専属オルガニストの米山さん、また、
実施施設、それから実施地の地域の方にも多
大なご協力をいただいています。さらに毎年テー
マを変えてやっていますので、そのテーマにふさ
わしい特別講師の方を日本各地からお呼びしま
す。松江市の方も事務局としてお世話されるだ
けではなく、自分のお子さんを子ども塾に参加さ
せ、保護者や指導員としても協力していただいて
います。こういった地域の様々な方たちのご協力
で、地域ぐるみで子どもを育てることを私は大変
尊いことだと思っています。
それでは、この10年間でどんな実践をしてきた
か、松江市観光文化課の真野さんのからご報告
したいと思います。よろしくお願いいたします。
「子ども塾」10年のあゆみ  
真野　松江市観光文化課の真野と申します。
「10年のあゆみ」という資料をお配りしています
ので、お話しは部分的にさせていただきます。
第1回は2004年で、小泉先生のお話にありま
したように、八雲さんの没後100年の年でした。
毎年、テーマを設けておりますが、初回は「町の
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音」とし、下駄や鐘の音、虫の音などを、八雲ゆ
かりの場所を巡りながらお話を聞き、様 な々体験
をしました。
配布資料の中では1年を大体3回に区切って
いるとおり、基本的には全3回の講座としていま
す。1回目は学校も違う子どもたちですので、体を
使ったゲームや自己紹介で仲良くなってもらいま
す。そして、小泉先生から八雲さんのお話を伺っ
たのち、小泉八雲記念館、旧居に移動します。初
回は八雲さんを知っていただく内容です。記念館
等への移動も路線バスを使うなど、車の利用が
多くなっている子どもたちの体験が広がるよう企
画しています。記念館では八雲さんゆかりの展示
物を、旧居では、当時の佇まいが残る雰囲気を
通して八雲さんを感じてもらいます。そして2回目
は、その年のテーマに即した内容の体験を、3回
目は午前中にまとめ、午後に発表という内容が、
子ども塾の基本メニューになっています。
2005年から2009年までは宿泊もあり、島根
町や美保関町などの八雲ゆかりの地などに出か
け、地域の方との交流を持てたことは、子どもた
ちにも大変よい思い出になったようです。地域の
方も子どもたちが自分たちの町に興味を持ってく
れることを喜んでいただいたようで、過去の夕食
時の写真などを見ますと、サザエがいっぱい並ん
だバーベキューの様子など、大変なおもてなしを
受けたようです。子どもたちにも地域の方のおも
てなしが伝わり、心のつながりを感じたのではな
いかと思いました。ここ3年は小泉八雲記念館の
企画展と連携した内容としています。
私は2009年から今の職場にいますが、子ども
塾の担当者は、実行委員の皆様からの提案を受
け、それが実現できるように頑張らせていただい
ています。行政職員で事務仕事とか窓口対応な
どをしていると経験できないようなことを一緒に
なってさせていただいて、本当にいい経験になっ
ていると思います。
2011年の「怪談屋敷をつくろう」では、電気店
に大型の段ボールを貰いに行ったり、古くなった
障子を借りたり、いろいろなことをしています。ま
た、子どもたちとまち歩きなどにも出かけていま
す。いずれにしても、企画や運営に参加いただい
ている方に助けられた講座で、子ども塾は、子ど
もたちにとっての体験という面もありますが、地
域の方とか、関係の方々、そして職員も含めて多
くの人が関わって、体験して影響を与えあうよう
になっていると感じます。
現在、小泉先生のご提案で、10年間の記録を
まとめた冊子を作成する作業を進めています。松
江市では子ども塾を、子どもたちを対象とした八
雲の顕彰事業として始めましたが、八雲さんを学
ぶということには多くの切り口があって、まだまだ
尽きないように思います。今後も八雲さんを通し
て地域の人との交流ができ、そして自らの町の魅
力を、子どもたちが自身で発見できるような魅力
ある講座を、関係の方のご提案をいただきなが
ら実現し、多くの子どもさんの受け入れができれ
ばと思います。
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写真1　北惣門橋で下駄の音を聞く体験（2004年） 写真2　最も五感に響いたことを新聞記事に（2004年）
写真でたどる子ども塾  
小泉　真野さん、ありがとうございました。
写真で10年間の実践活動を簡単に振り返っ
てみたいと思います。
これは第1回目の時で、北惣門橋で下駄の音
を聞いているところです（写真1）。次に小泉八雲
記念館です。展示品は子どもたちには宝の山に
映ったようです。「これ何だろう」「どうやって使う
んだろうか」。次 と々疑問が湧き想像力も高まり
ます。ミュージアムは、知的好奇心を刺激する場
だと実感しました。
これは2回目の時です。大西洋一さんという「マ
ンガ小泉八雲」の作画者の方に大阪から来てい
ただき、感じたことを絵で表現してみました。
これは、各回の1日目に必ずやることですが、違
う学校の子どもたちが仲よしになるために体を動
かしているところです。このときは俳優の佐野史
郎さんを特別講師に招き、怪談をいっぱい語っ
ていただきました。その時の子どもたちの集中力
は見事なものでした。そこに参加していた生徒の
ひとりが、後に本学に入学してくれました。
これは八雲町で行った5回目の時です。熊野
大社の宮司さんや「学校の怪談」の著者である
民俗学者・常光徹さんのお話を聴き、畏怖の念、
闇の怖さなどを子どもたちに体感してもらいまし
た。
これは6回目で、虫の音の聞き分けを、兵庫県
立人と自然の博物館と連携して行いました。在
来種の虫の音を全て聞き分けられるという大谷
剛先生からレクチャーと実践指導を受けました。
「島根の子どもたちは神戸の子どもたちよりずっ
と耳がいい！」と褒めていただき、参加者は大変
自信を持ちました。これから塾通い等が忙しく
なっても、恐らく自転車をこぎながら虫の音を聞
き分けてくれるのではないかと期待しています。
7回目は人力車体験です。人力車は大変五感
を使う乗り物で、小泉八雲が日本文化の本質を
観察する大きな手助けになった乗り物でもありま
す。
8回目は怪談屋敷。劇団幻影舞台の協力を得
て怪談の録音を行い、おとなが廃材だけを用意
して、あとは怪談屋敷を自由につくらせました。保
育学科の福井先生と学生さんに大変お世話にな
りました。
9回目はカメラを持ってまち歩き。写真家・高
嶋敏展さんの指導で撮影した写真を、グラフィッ
クデザイナー・石川陽春さんの指導で、小泉八
雲記念館のフェイスブックに投稿しました。
10回目のテーマは生物多様性。小泉八雲記
念館の企画展示「タヨウ星人展」と連携して行い
ました。ミュージアムと五感教育の連携は、地域
文化の立体的な学びを通し、地域活性化へも貢
献できると実感しました。
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表　子ども塾─スーパーヘルンさん講座のあゆみ
年度 活動場所 テーマ 成果発表方法 備考
2004 松江城周辺 町の音 新聞づくり
2005 松江市忌部高原 蝉の声 ア トーによる表現 特別講師：大西洋一氏（漫画家）
2006 松江市島根町 怪談を聴く 怪談の再話・創作 特別講師：佐野史郎氏（俳優）
2007 松江市美保関町 海辺の生活と民話 民話の再話・創作 特別講師：酒井董美氏（口承文芸学者）
2008 松江市八雲町 自然と民俗信仰・学校の怪談 自由表現 特別講師：常光徹氏（民俗学者）
2009 出雲市平田町 虫の音の聞き分け 自由表現 兵庫県立人と自然の博物館と連携
2010 松江市白潟・城西地区 明治の面影体験 絵手紙
2011 松江市カラコロ工房 怪談屋敷 自由表現 特別講師：劇団幻影舞台
2012 小泉八雲記念館・松江城周辺 散歩と写真 フェイスブックに投稿・コラージュ制作
特別講師：高嶋敏展氏（写真家）・石川
陽春氏（グラフィックデザイナー）
2013 松江市かんべの里周辺 生物多様性 タヨウ星人づくり 特別講師：河南堂珍元斎・兵庫県立人と自然の博物館
「子ども塾」の成果  
成果はなかなか数字ではかることは困難です
が、子どもたちには多くの気づきがありました。
城山の森の中をペアになって、一人が目を閉
じて歩く、ブラインド・ウォークをした時のことで
す。目を閉じた子どもが「あっ、森ってにおいがす
るんだ」と言いました。さらに「ヘルンさんって目
が見えなかったんだから、きっと不安だったんだ」
と付け加えました。他者への想像力、その根底に
は、自分と他者の確実な存在の認識があります。
それを常時感じるためには五感を開く習慣を身
に付けることが大切だと感じました。
先ほど申し上げましたように、ミュージアムは
不思議がいっぱいです。欧米に比べ、日本では
どうしてもミュージアムを子どものころから親し
む機会が少ないように思うのです。「わが町の
ミュージアム！」という矜持をもち、また親しみを
持ってもらいたいという気持ちもあって八雲記念
館を活用しています。
また、八雲町にある大きなスダジイのご神木を
見たときには、ある子どもが、この木からいろい
ろな別の植物が生え、別の植物のツタが絡んで
いることを発見して、「これって共生っていうのか
な」、と呟きました。ヘルン旧居で蛇とカエルの両
方を救うためにハーンが自分の食べ残しの肉片
を与えたという話をすると、自分もこんな優しい
人になりたいと言った子どももいました。
考察──今後の方向性を考える  
全体としては、五感を開いた観察から、地域の
面白さや不思議さを発見し、好奇心と想像力が
導かれるという印象です。今後も松江でしかでき
ない地域教育を継続していくつもりです。それに
は、五感力の育みや地域への関心の切り口とし
て、松江の人的資源である小泉八雲を活用した
いと考えています。
4・5年前に作家の五木寛之さんと堀川遊覧
船の中で対談する機会がありましたが、五木さん
は、「松江ほど、県庁の所在地でその中心部に自
然が残っているところを知らない」、さらに「作家
が自然を書かなくなって長いんだ、本当は作家は
自然をもっと書かなきゃいけない、でもここに来
たら書きたくなるよ」と何気なく呟かれました。そ
の言葉も大変刺激になりまして、これからも松江
の町の自然を生かした五感体験をやっていきた
いと思います。
そして、ミュージアムを活用しつつ、心を込めて
町を観察し、子どものうちに心象風景として刻み
込んでもらうこと。それがやはり地域への愛着を
促します。さらに学べば文化資源学的着想も自
然に身に着くのではないかと考えています。
日本には「近江八景」「金沢八景」など地域の
美しさを愛でる文化があります。この着想は、もと
は中国から伝わったものですが、江戸時代には
日本中に浸透しました。八景には、視覚的な風
景ばかりでなく晩鐘、落雁、晴嵐などを詠みこみ、
五感を使ってその地域の美を表現しているので
す。子ども塾では、そういった伝統的な日本人の
美意識というのも同時に継承する機会にしたい
と考えております。
今後、研究としては、少なくとも参加者の追跡
インタビューをしたり、しっかりとしたアンケート
を作成して、回答を分析することが必要です。差
し当たって、その10年の歩みを何とか3月中にま
とめたいと努力しているところです。
ふるさと教育の新たな可能性
鹿野　ありがとうございました。
それでは、続きまして、私、鹿野のほうから「ふ
るさと教育の新たな可能性」という題で発表させ
ていただきます。まだ、去年の4月、5月ぐらいから
始めたばかりですが、山下由紀恵先生、それから
司会を務めていらっしゃる矢島毅昌先生と一緒
に、縁あって益田市のふるさと教育、そのなかで
も自然体験教育のお手伝いをすることになりまし
た。私、アフリカの牧畜民と一緒に生活していろ
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いろなことを教えてもらうのが専門なのですが、
大学の学部のときに生物学をやっていたという
縁で、自然体験教育のお手伝いをさせていただく
ことになりました。
益田市保育研究会の取り組み  
益田市には29の保育園があります。その29
の保育園の園長先生や先生たちが参加している
「益田市保育研究会」（以下、保育研究会）とい
う会があります。この研究会が、さまざまな取り
組みを行っています。
保育研究会の方々には、将来の益田市を支え
る人材を育てたいという強い気持ちがあります。
益田市では、過疎化、高齢化が特に大きな問題
となっています。そこで保育研究会では、2つの目
標を掲げています。保育の質の向上ということと、
もう一つは子育てがしたくなる地域づくりというこ
とです。この目標の立て方も、すごくやわらかい立
て方をしていらっしゃいます。
これらの目標を実現するために、保育研究会
では「ふるさと教育研究委員会」という委員会
を立ち上げました。この委員会は、「自然部会」と
「民話部会」という2つの部会からなっています。
この2つの部会の立て方も、今となってはなかな
か味があるなと思っております。
益田には高津川や益田川が流れていますが、
その高津川の本流や、津和野川、匹見川といっ
た高津川の支流の流域には、たくさんの民話が
残っています。民話部会では、その民話を保育活
動に活かしたいということで取り組みを行ってい
ます。
もう一つの自然部会ですが、高津川という日本
一の清流の周辺で暮らしている人びとの生活や、
益田川や高津川の生きものたちから水の流れま
で、そういったものを活かしたふるさとを体感す
る保育プログラムを考案し実施しています。その
他にも、県立大学、つまり私たちの短大との共同
研究を実施することと、もう一つこれもすばらしい
活動ですが、保育園だけにとどまらずに小学校と
の連携も行っています。
自然部会の益田の自然を体感する保育プログ
ラムについて紹介します。これは平成21年度から
やっておられて、今年で5年目になります。年度に
よってすこしずつ変わってきていますが、春には
山遊びをする、夏には川遊びをする、秋には小学
校へ行こう、冬は雪遊びをしようというように、季
節に応じた自然体験に取り組んでいます。
この写真は、保育園の園児たちが、川で箱め
がねを使って一生懸命水の中をのぞいていると
ころです。園児たちは、泳ぐだけではなく、「川流
れ」と呼んでいるのですが、水の流れに乗って流
れる、そういったこともやっています。保育研究会
では、このような活動を保育園の保育活動の中
で取り組んでいます。益田市では、ご存知のよう
に昭和47年、58年と大水害がありまして、それ
以来川で遊ぶということはタブーのようになって
いたのですが、そういったタブーを乗り越えてこ
のような取り組みを始めているのです。
この写真は、小学校の1、2年生、つまり低学
年の児童たちです。白色の帽子をかぶって体操
服を着ています。黄色の帽子をかぶっているのが
保育園の園児たちで、小学生たちと一緒に川で
遊んでいる場面です。
以上のことからお分かりのように、保育研究会
の自然部会では、今までタブーとされていた川遊
びなど、自然を体感する活動を積極的に保育活
動に取り入れていることと、もう一つは小学校と
の連携を行っているということですね。これらは
特筆すべきことだと、私たちは考えています。ふる
さと教育研究委員会委員長の河野利文先生が、
ふるさと教育研究会における報告の中で、実際
に小学校との連携を深めていく中で、保育園と
小学校とがスムーズに接続できるようにすること
の意義の大きさを感じたとおっしゃっています。こ
れらが、保育研究会が行ってきた取り組みの成
果です。
もう一つは課題ですが、河野先生は報告のな
かで、ふるさとを体感するという活動にどのような
教育的な学びの要素があるのかとおっしゃって
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います。5年間取り組んできて、子どもたちに自然
を体験させることの意義は何かという疑問に突
き当たった。もう一歩深めるためには何が足りな
いのか、そこで少し伸び悩んでいる。これが、保
育研究会の課題だとお見受けしました。
アメリカの環境教育に学ぶ  
保育研究会の活動に触発されて、私はいま、
アメリカの環境教育について学んでいます。イン
ターネットのアマゾンで調べていたら、2009年に
出版された『足もとの自然から始めよう』（デイヴィ
ド・ソベル著、岸由二訳、日経BP社）という本に
行き当たりました。この本を読むと、アメリカの環
境教育が、いま、大きなうねりの中にあるというこ
とが書いてあります。きょうは、ぜひ皆さんにこの
ことを知っていただきたい。そして、翻って日本で
は一体どうなのだろうということを考えていただ
きたい。そして、そこから、保育研究会が抱えてい
る課題への解答を見出したい。以上が、後半の
お話の目的です。
2008年の9月に「No Child Left Inside Act」、
日本語に訳すと「すべての子どもたちを野外に出
そう法」という法案が、アメリカの下院を通過しま
した。上院に送られましたが、結局は成立しませ
んでした。この法案が提出された背景を、簡単に
説明します。
その法案のもとになった本が、リチャ ドー・ルー
ブという人の『Last Child in the Woods』（2005
年）です。日本でも、2006年に『あなたの子どもに
は自然が足りない』という英文タイトルとはまった
く違うタイトルで出版されています。この本は絶
版になっていて手に入れることができないので、
急遽英語版を取り寄せているところですが、ルー
ブはこの本のなかで「自然欠乏障害」ということ
を述べています。
学校でも自宅でも室内に閉じこもる傾向が強
いアメリカの小・中学生の間に、肥満傾向や注
意欠陥障害、学習障害、鬱傾向などが広がって
います。ルーブは、これらの身体的・精神的な障
害を指して「自然欠乏障害（あるいは自然欠乏
症）」と呼んでいるのです。幼いころに自然と直接
触れ合う体験が、感覚（五感）の健全な発達に、
ひいては学習や創造性にまで影響を及ぼすと主
張しているのです。
つまり、自然体験を小さいころにしていないと
自然欠乏障害に陥る、そういう自然欠乏障害の
子どもたちがアメリカ中に広がっている。それを
何とかするために、4歳から15歳までの初等･中
等教育において、自然体験を含めた環境教育や
理科、社会の学習の機会を増やすことを全米で
やりましょうという法案が、2008年にアメリカの
下院を通過したのです。
そのリチャード・ルーブの考えの一つの大き
な源になっているのが、先ほど紹介したデイヴィ
ド・ソベルの『足もとの自然から始めよう』、原題
は『Beyond Ecophobia』です。「eco」は「自然」、
「phobia」は「嫌い」、つまり「ecophobia」は「自
然嫌い」です。「自然嫌いを越えて」、「自然嫌いを
なくすために」というタイトルの本です。
ここでは、デイヴィド・ソベルの考えを紹介をさ
せていただきたいと思います。ソベルの考えの根
本は、「子どもの発達段階ごとに異なる趣旨、スタ
イルで教育を行うべきだ」ということです。発達心
理学者ピアジェの考えを取り入れています。
ソベルは、4歳から15歳までの子どもを3つの
発達段階に分けていて、①4歳から7歳までを「子
ども期初期」、②8歳から11歳までを「子ども期
中期」、③12歳から15歳までを「思春期初期」と
呼んでいます。
子ども期初期の子どもは、活動の場としては家
とその周辺が主な活動の場であることと、自分と
他者とを区別しないという特徴を持っています。
たとえば、保育園から小学校1、2年生の子ども
は、動物に興味を持って、すぐ動物のまねをした
り、動物になりきって遊ぶ。そういう傾向があり
ます。ソベルは、この段階では、自然界との共感
を育むことに主眼を置くのが重要だと考えていま
す。
先ほどの小泉先生の五感力とつながるのです
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が、レイチェル・カーソンというアメリカの1960
年代の生物学者が、「センス・オブ・ワンダー」と
いうことを言っています。この「センス・オブ・ワン
ダー」を育むことが、子ども期初期に特に重要だ
ということです。そのためには、動物と仲よくなる、
動物のお世話をする、動物のまねをして遊ぶ、物
語を語る、歌を歌うなど、そういったさまざまなこ
とを行うことによって、自然との共感を育むことが
できる。この段階ではまず、このようなことをやら
ないといけない。それをやらないと、これ以降の
発達に差しさわると考えているのです。
子ども期中期では、活動の場が家とその周辺
を越えて広がっていくということを言っています。
自分の身近な場所、ソベルは「ランドスケープ」と
呼んでいるのですが、自分の身近な地域のことで
す。広がりやデコボコがあり、家とその周辺の自
分が実際に活動する場ですね。身近な地域を探
検して自分のいる場所を知る、これがこの段階に
は必要不可欠であり、このことを通して地域への
愛着を培う、これはふるさと教育の一つの柱です
が、それを培うのが子ども期中期だと考えている
のです。
そのためには、私もつくりましたが、秘密基地
をつくったり、小さな想像の世界を紡ぎ出した
り、狩猟・採集、つまり昆虫採集をしたり、木の
実を拾って食べたり、あるいは川や小道たどって
地域を探検することが、この段階の子どもたちに
は重要である。このようなことを通して、身近な地
域、自分たちが活動する地域への愛着を形成す
る、原風景を形づくると言ってもいいかもしれま
せん、そういうことが可能になると考えているので
す。
思春期初期については、時間の都合上、割愛
させていただきます。
結論と考察──益田モデルの構築に向けて
以上のことから、益田市では実体験に基づく
教育を既に地域で開始していますが、これはアメ
リカの事例に照らしても先覚的な取り組みである
ことが分かります。しかし、ソベルが言っている、
自然との共感を育むことや地域への愛着を培う
というような発達段階に応じた目的を設定して、
その目的を達成するためにこういった活動をする
のだという、理論に基づく取り組みはまだ足りな
いのではないかと失礼ながら拝察いたしました。
そういった取り組みを保育園教育や学校教育
のカリキュラムのなかに取り込む、あるいはNPO
や公民館を活用して社会教育のなかで地域全
体で取り組む。私たちは、このような「ふるさと教
育の益田モデル」を何とか形にしたいと考えてい
ます。そして、そのために私たちにできることがあ
れば、できるかぎり協力していきたいと考えており
ます。
最後に一言。益田市では子どもの基礎学力
が比較的低いということが問題になっております
が、いままで述べてきた自然欠乏障害が、基礎
学力が低いことの原因の一つになっているという
ことが考えられるのではないでしょうか。アメリカ
では、自然体験教育派が基礎学力重視派に打
ち勝って法案を通過させたわけです。自然欠乏
障害の子では、どうしても基礎学力が伸び悩んで
しまうというのです。基礎学力の向上のためにも、
私たちが目指している益田モデルが、救済措置あ
るいはリメディアルになると考えております。
以上です。ご清聴ありがとうございました。
おはなしレストランの取り組み
鹿野　それでは、続きまして、最後に本学の岩田
教授に「おはなしレストランの取り組み」について
お話をしていただきたいと思います。
岩田　皆さん、こんにちは。総合文化学科の岩
田です。僕の発表は特にパワーポイントを使わず
に、もう皆さん満腹だと思いますので、できるだけ
簡潔にお話をさせていただきたいと思っておりま
す。
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文科省GP「すぐれた大学教育」選定  
本学のおはなしレストランの読み聞かせの取り
組みについて紹介したいと思います。「みんな、お
はなしレストラン、はじまるよ！」というかけ言葉を
合い言葉にして、取り組みを始めてから8年にな
ります。平成17年の冬にマユー先生と2人で、あ
と学生21名とともに松江市立病院の入院してい
る子どもたちにボランティアで読み聞かせを始め
たというのがきっかけです。そこから始まって、あ
る手応えがあったものですから翌18年度から読
み聞かせということを授業に取り入れて、今8年
経過したところです。
その間に大きな出来事が1つありました。それ
は、平成21年度に文科省のほうのＧＰで「すぐれ
た大学教育」に選定してもらったということです。
それに伴って、かなりこの取り組み自体が拡大し
ました。それまでは、受講生が旧文学科の学生、
総合文化学科の学生だけでしたが、それが現在
では松江キャンパスの健康栄養・保育・総合文
化学科の学生全員を対象とした読み聞かせにな
りました。それに伴って、スタッフのほうも2名か
ら5名となり、事務局の方にもお手伝いしてもら
いながら全学的に支援を受けて取り組んでおり
ます。さらには、おはなしレストランライブラリーと
いう絵本専門のライブラリーをつくることができ
たということも大きな出来事でした。
平成25年度の読み聞かせ活動  
資料には、平成25年度に行った読み聞かせの
活動について並べています。始めた当初は市立
病院、それから松江の子育て支援センター、幼
保園のぎ、の3カ所で読み聞かせをやっていまし
たが、今はこのような形で定期的に毎週ほぼ出
かけているのが幼保園のぎ、乃木小学校、忌部
小学校、そして本学ライブラリーの日曜日のおは
なしの時間、の4カ所で行っています。それ以外
に、不定期で外から要望があって出かけていく
出前シェフというのを行っていまして、それが本
年度の場合は22カ所となっています。そこに挙げ
ておりますように、読み聞かせの対象というのも
子どもだけではなくて、例えばイオンの松江店で
すとか、あるいは江津中学校、三刀屋高校、そし
て老人ホームですね、おじいちゃん、おばあちゃ
んまでということで、非常に幅広い対象に対応し
た読み聞かせを実践して、学生たちは総合的な
人間力、表現力とか社会性とか、そういったもの
を身につけております。全体で本年度の場合は
90名弱の学生が読み聞かせを実践し、約1,000
冊の絵本を読みました。ここ3年間ぐらい、大体
100名の学生が1,000冊の絵本を読むというの
が1年間の読み聞かせの規模になっています。
読み聞かせを通した教育と地域貢献  
この取り組みは、お気づきだと思いますけれど
も、学生の教育が基本にあります。それが同時に
地域貢献にもなっているということで、何か地域
貢献がしたくてというより、教育として読み聞か
せをしていたらそれが自然に地域貢献にもなって
いたと、そういう共生の仕方になります。学生たち
を育てているのは、私たちスタッフというよりもむ
しろ学生の読み聞かせを聞いてくれている子ども
たちです。子どもたちが生き生きとしたまなざしで
絵本を見詰めている、聞き入っている、そういう
姿が学生の自信になって、また読みたい、子ども
の前に立ちたい、その繰り返しを通して表現する
力を身につけていきます。1冊1冊お互いに向き
合いながら、学生も育って、子どもも絵本を楽し
んでくれている、そういう関係ができ上がってい
るのかなというふうに思います。スタッフの役割は
そのコーディネ トーということになります。
おはなしレストランライブラリー  
次に、おはなしレストランライブラリーについて
説明します。おはなしレストランライブラリーの利
用者は、月の平均で、学内からの来館者が400人
ぐらい、学外からが800名近くになっており、学
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外の方の利用が非常に多いです。貸し出しのほう
も圧倒的に学外の方が多くて、学内で月370冊、
学外ですと3,000冊近く貸し出しがあります。お
一人の方がすごい数、1枚のカードで5冊なんで
すけれども、お子さんとかも1人ずつカードを作
ると、1人で10冊、20冊、束にして借りて帰られ
ますのでこれぐらいの数になります。ここ数年、月
1,200人の利用で3,000冊をちょっと超えるぐら
いの貸し出しになると思います。
司書の力  
数もさることながら、大事なのはやっぱり子ど
もとの、来館者との接し方というのを最初から考
えていました。司書2名がライブラリー設立当初
から努力していることがありまして、それは子ども
たちの名前を覚えるということです。司書の尾崎
さん、内田さんに、何人ぐらい覚えているのか聞
いてみました。それで、子どもの顔を思い出しな
がら名前をざっと書き出してもらったんです。今、
350人の子どもの名前を、2人は覚えています。僕
も長らく教員をしていますけど、顔を思い出しな
がら350人の教え子の名前を言えるかというと自
信がないです。お子様連れの利用者がライブラ
リーに入ってくる、そうしますと、ふたりの司書は、
あっ、○○ちゃん、久しぶりだねというような感じ
で声かけをするんですね。そういうところからやっ
ぱり関係をつくっていきたいと、やっぱり名前を
呼んでもらうと子どもも司書のお姉さんにそれだ
け親近感が湧きますし、親との関係も変わってく
ると思います。できれば、名前だけではなくて一
人一人の読書傾向ですね、あっ、この○○ちゃ
んは乗り物の本、好きだったね、恐竜の本、好き
だったね、今度こういう本が入ったよ、そのような
つき合いができるようになればと願っています。
おはなしレストランライブラリーは、そんなふうに
して地域とのつながりをこつこつ深めていってお
ります。
講演会、ボランティア活動ほか  
そのほかの活動としましては、講演会とかボラ
ンティアを毎年行っています。来年度は絵本作家
のtupera tuperaさんというご夫婦のユニットなん
ですけれども、その方に来ていただくことなって
います。今年の秋になりますが、県立美術館との
共催で、「宍道湖かいじゅう大作戦」という企画
を考えていて、子どもたちに楽しんでもらおうかな
と思っているところです。
そのほか、皆様にお配りしたものとしましては、
「親子で楽しむ絵本10カ条」と「貸し出しベス
ト48」があります。「親子で楽しむ10カ条」のほ
うは、親御さんにいろいろお話しする機会とかも
ありますので、そういうときに使ったりしています。
「貸し出しベスト48」は、ライブラリーの貸し出し
の多い本を参考までに並べています。
それからもう一つお配りしています「読みメン
手帳」というのは、これは県の教育委員会と協力
して作ったものです。育メンならぬ読みメンという
ことで、お父さんも絵本を読んでねという気持ち
で作りました。日付と絵本のタイトルを書いて、記
録をとっておいて、将来お子さんにプレゼントし
たらいいかなというささやかな願いもあります。別
にお父さんでなくても、どなたでも使っていただ
ければと思っています。
さて、貸し出しベストのほうをごらんいただく
と、48冊の中で10冊ぐらいが、かがくいひろしさ
んの絵本が入っていると思います。トップ3は、す
べてかがくいひろしさんの絵本じゃないでしょう
か。それでちょっと、かがくいひろしさんの絵本を
皆さんに体感してもらいたいと思います。皆さん、
さきほどから長いこと座ったきりになっておられ
ますので、ちょっと立ってもらっていいですか。2
人1組になっていただいて、3人でも結構です。い
いですか。それじゃ、いきますよ。はい。体を動か
して、はい、まずイチゴさんです。いいですか、せー
の、イチゴさんと、はい、ペコ。それでは、次、バナ
ナさんです、せーの、バナナさんと、ぽいん。はい。
次はメロンさんです、せーの、ぎゅう。前のほうで
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は山下先生と小泉先生が抱き合っています。（笑
声）それでは、だるまさんです。せーの、だるまさん
と、しゃがんでもらって、ううん、力をためてもらっ
て、ぱっ。そして、はいピ スー、ご協力ありがとうご
ざいました。（拍手）
鹿野　ありがとうございました。心の栄養という
ことで、先ほど自然体験も大切なんだということ
を申しましたけれども、絵本や民話を通した言葉
の語りかけも、心の栄養として欠くことができな
いということですね。自然体験と言葉の語りかけ
を合わせた短大発の教育プログラムを、地域の
方 と々一緒につくっていく。そういうことができた
らいいなと考えております。今後とも、皆様のご
指導をよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。
もう時間もないですから、コメントのあとでまと
めて質問などお聞かせください。それでは総合文
化学科のセクションを終わらせていただきます。
どうもありがとうございました。
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